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今
年
も
夏
山
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
衰
え
る
こ
と
な
く
２
年
目
の

夏
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
緊

急
事
態
宣
言
は
６
月
20
日
で
解
除

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
通
り

の
警
戒
、
感
染
対
策
は
継
続
す
べ

き
で
す
。

　
引
き
続
き
パ
ー
テ
ィ
は
で
き
る

だ
け
少
人
数
と
し
、
出
発
前
の
検

温
、
マ
ス
ク
等
の
着
用
と
こ
ま
め

な
消
毒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
装

備
に
は
、
消
毒
薬
、
体
温
計
、
ご

み
持
ち
帰
り
用
の
密
閉
式
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
も
加
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
長
引
く
自
粛
で
体
力
、
筋
力
、

心
肺
機
能
は
衰
え
て
い
ま
す
の
で

山
行
予
定
に
合
わ
せ
、
し
っ
か
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
熱
中
症
対

策
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
山
小
屋
等
は
急
な
コ
ロ

ナ
対
策
に
追
わ
れ
、
７
月
ま
で
営

業
が
で
き
な
い
所
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。
今
夏
は
営
業
を
行
う
所
が

増
え
ま
し
た
が
、
危
急
時
を
除
き

完
全
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
収

容
人
数
は
定
員
の
半
分
く
ら
い
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
場
は

多
く
が
予
約
不
要
に
な
り
ま
し
た

が
、
小
屋
の
密
を
避

け
る
た
め
、
テ
ン
ト

泊
に
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、
混

雑
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
テ
ン
ト
場
に
は

で
き
る
だ
け
早
く
到

着
す
る
よ
う
計
画
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
近
年
は
コ
ロ

ナ
に
加
え
短
時
間
に

集
中
す
る
大
雨
や
地

震
等
の
自
然
災
害
も

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
末
時
点
の
主

な
情
報
で
す
が
、
北

ア
ル
プ
ス
方
面
で
は
白
馬
鑓
温
泉

小
屋
は
休
業
、
ル
ー
ト
も
整
備
を

行
わ
ず
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま

す
。
徳
本
峠
は
豪
雨
被
害
後
の
工

事
の
た
め
、
島
々
宿
か
ら
徳
本
峠

ま
で
通
行
不
可
で
す
。
穂
高
岳
白

出
沢
ル
ー
ト
が
昨
年
の
地
震
に
よ

る
崩
落
で
通
行
不
可
。

　
南
ア
ル
プ
ス
方
面
で
は
、

一
昨
年
の
豪
雨
に
よ
る
林
道

の
崩
落
の
復
旧
が
終
わ
ら
ず
、

北
沢
峠
行
の
バ
ス
は
、
山
梨

県
側
の
広
河
原
ま
で
、
長
野

県
側
は
北
沢
峠
の
約
６
キ
ロ

手
前
の
歌
宿
ま
で
し
か
運
行

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
畑
薙
ダ

ム
～
椹
島
間
の
バ
ス
も
運
休

し
、
赤
石
、
荒
川
方
面
の
小

屋
は
営
業
し
ま
せ
ん
。

　
富
士
山
の
登
山
規
制
は
解
除
に

な
り
ま
し
た
が
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

に
時
間
規
制
が
あ
り
ま
す
。
計
画

を
立
て
る
際
に
は
、
目
的
地
の
交

通
状
況
、
山
小
屋
、
テ
ン
ト
場
の

営
業
状
況
の
確
認
と
、
必
要
に
よ

り
予
約
を
行
う
等
の
準
備
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
遭
難
救
助
活
動
は
接
触
を

伴
う
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
、
グ
レ
ー
ド
を
落
と
し
た
安
全

第
一
な
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
さ
て
６
月
17
日
付
け
で
、
警
察

庁
か
ら
令
和
２
年
度
に
お
け
る
山

岳
遭
難
の
概
況
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
遭
難
発
生
件
数
は
２
２
９

４
件
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
２
３
７

件
、
遭
難
者
数
は
２
６
９
７
人
で

マ
イ
ナ
ス
２
４
０
人
、
そ
の
内
、

死
者
、
行
方
不
明
者
は
２
７
８
人

で
マ
イ
ナ
ス
21
人
、
負
傷
者
は
９

７
４
人
で
マ
イ
ナ
ス
２
１
５
人
で

し
た
。

　
過
去
10
年
間
は
増
加
基
調
で
し

た
が
令
和
元
年
か
ら
２
年
連
続
で

減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
登
山
自

粛
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
態
様
別
で
み
る
と
、
道
迷
い
が

最
も
多
く
44
％
、
滑
落
が
15
％
、

転
倒
が
13
％
と
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
年
齢
層
別
で
み
る
と
、
40

歳
以
上
が
２
１
１
５
人
で
全
体
の

78
％
、
ま
た
60
歳
以
上
が
１
３
５

０
人
で
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
体
力
、
技
術
、
経

験
、
そ
し
て
直
近
の
体
調
や
天
候

を
考
慮
し
た
山
を
選
択
し
、
余
裕

の
あ
る
日
程
、
装
備
、
食
糧
な
ど

的
確
な
登
山
計
画
を
立
て
安
全
登

山
に
努
め
て
下
さ
い
。

　
夏
山
登
山
に
向
け
て
の
警
鐘

2021年

技
術
・
遭
対
副
委
員
長
　

島
添
　
誠

剱岳 八ツ峰

剱岳　長次郎の雪渓
（写真は、ともに筆者提供）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
続
き
、
３
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
、
今
年
度
も
総
会

は
書
面
決
議
の
形
態
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
３
・
４
年
度
の
新
役
員
・

業
務
組
織
が
、
左
記
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
困
難
は
ま
だ

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
新
し
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
、
リ

モ
ー
ト
の
催
し
に
対
応
で
き
る
集

会
室
の
構
築
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
開
催
な
ど
新
し
い
企
画
も
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら
も

一
層
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

☆：

新
任

名
誉
会
長
　
　
　
中
西
　
研
一

顧
　
問
　
　
　
　
森
川
　
　
列

　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
安
修

参
　
与
　
　
　
　
津
田
　
　
實

　
　
　
　
　
　
　
竹
浪
　
良
造

　
　
　
　
　
　
　
堀
池
　
保
子

監
　
事
　
　
　
　
北
島
　
文
男

　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
岑
治

会
　
長
　
　
　
　
古
賀
　
英
年

副
会
長
　
　
　
　
黒
田
　
信
男

理
事
長
　
　
　
　
伊
藤
　
一
雄

副
理
事
長
　
　
　
西
村
　
良
信

　
　
　
　
　
　
　
城
市
　
延
雄

　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
　
宏

神
戸
登
山
研
修
所

　
所
　
長
　
　
　
黒
田
　
信
男

事
務
局

　
事
務
局
長
　
　
大
西
　
幸
次

　
事
務
局
次
長
　
奥
　
　
武
志

　
委
　
員
　
　
☆
黒
田
　
信
男

　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
　
　
弘

　
　
　
　
　
　
☆
西
嶋
　
常
泰

会
　
計

　
会
計
長
　
　
　
田
中
　
和
夫

　
委
　
員
　
　
☆
吉
田
　
　
進

　
　
　
　
　
　
☆
城
市
　
延
雄

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
梅
田
　
晴
子

　
副
委
員
長
　
　
高
木
　
亮
祐

　
副
委
員
長
　
　
大
谷
　
直
樹

図
書
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
北
井
　
滋
子

　
委
　
員
　
　
　
一
本
松
文
夫

高
体
連

　
委
員
長
　
　
☆
辻
野
　
彰
一

　
副
委
員
長
　
　
斯
波
　
裕
司

サ
ー
ク
ル
Ｈ
Ｍ
Ａ
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
黒
田
　
信
男

　
副
委
員
長
　
☆
羽
田
　
宗
子

神
戸
支
部

　
支
部
長
　
　
　
伊
藤
　
一
雄

　
事
務
局
長
　
　
大
西
　
幸
次

　
運
営
委
員
長
　
吉
野
　
　
宏

　
会
　
計
　
　
　
田
中
　
和
夫

は
り
ま
支
部

　
支
部
長
　
　
　
後
藤
　
伸
一

　
事
務
局
長
　
☆
中
村
　
晃
三

　
運
営
委
員
長
☆
北
山
　
秀
章

　
会
　
計
　
　
☆
黒
田
　
康
夫

　
姫
路
山
岳
協
会

　
　
　
　
　
　
☆
永
野
　
彰
一

技
術
・
遭
対
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
一
本
松
文
夫

　
副
委
員
長
　
　
島
添
　
　
誠

　
副
委
員
長
　
　
市
川
　
　
剛

　
委
　
員
　
　
　
方
山
　
文
生

　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
信
男

　
　
　
　
　
　
　
岡
島
　
伸
浩

　
　
　
　
　
　
☆
野
村
　
雄
大

　
　
　
　
　
　
☆
北
山
　
秀
章

　
　
　
　
　
　
☆
井
上
　
真
紀

　
　
　
　
　
　
☆
須
川
　
幸
枝

指
導
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
西
村
　
良
信

　
副
委
員
長
　
　
西
嶋
　
常
泰

　
副
委
員
長
　
　
方
山
　
文
生

　
委
　
員
　
　
　
内
藤
　
正
司

　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
直
樹

　
　
　
　
　
　
☆
北
山
　
秀
章

普
及
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
吉
野
　
　
宏

　
委
　
員
　
　
　
藤
崎
　
和
生

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
和
夫

　
　
　
　
　
　
　
原
井
　
和
子

　
　
　
　
　
　
　
勝
　
　
元
浩

　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
忠
史

　
　
　
　
　
　
☆
黒
田
　
康
夫

自
然
保
護
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
日
野
幸
次
郎

　
副
委
員
長
　
　
藤
崎
　
和
生

　
委
　
員
　
　
　
田
中
　
和
夫

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
進

　
　
　
　
　
　
　
原
井
　
和
子

　
　
　
　
　
　
☆
須
川
　
幸
枝

　
　
　
　
　
　
　
西
本
　
陽
子

広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
西
村
　
良
信

　
副
委
員
長
　
　
山
内
　
教
史

　
副
委
員
長
　
　
難
波
悌
次
郎

　
委
　
員
　
　
　
西
嶋
　
常
泰

　
　
　
　
　
　
　
伊
井
　
義
之

　
　
　
　
　
　
　
奥
　
　
武
志

　
　
　
　
　
　
　
永
野
　
彰
一

Ｈ
Ｐ
・
プ
ラ
ニ
ン
グ
チ
ー
ム

　
《
広
報
委
員
会
の
下
に
特
設
》

　
委
員
長
　
　
　
西
村
　
良
信

　
副
委
員
長
　
　
山
内
　
教
史

　
倫
理
委
員
長
　
難
波
悌
次
郎

　
委
　
員
　
　
　
古
賀
　
英
年

　
　
　
　
　
　
　
永
野
　
彰
一

　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
亮
祐

　
　
　
　
　
　
　
梅
田
　
晴
子

　
　
　
　
　
　
　
岳
原
　
雅
浩

競
技
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
高
木
　
亮
祐

　
副
委
員
長
（
総
務
）

　
　
　
　
　
　
　
城
市
　
延
雄

　
副
委
員
長
（
強
化
）

　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
教
史

　
委
　
員
　
　
　
高
橋
伸
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
方
山
　
文
生

　
　
　
　
　
　
　
斯
波
　
裕
司

　
　
　
　
　
　
☆
東
西
裕
佳
理

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
　

　
委
員
長
　
　
　
大
西
　
幸
次

　
副
委
員
長
　
　
坂
本
　
伸
哉

　
委
　
員
　
　
　
黒
田
　
信
男

　
　
　
　
　
　
　
勝
　
　
元
浩

　
　
　
　
　
　
　
奥
　
　
武
志

　
　
　
　
　
　
☆
西
嶋
　
常
泰

　
　
　
　
　
　
☆
井
上
　
真
紀

　
　
　
　
　
　
☆
羽
田
　
宗
子

　
　
　
　
　
　
☆
須
川
　
幸
枝

海
外
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
難
波
悌
次
郎

　
副
委
員
長
　
　
川
添
　
倫
男

　
副
委
員
長
　
　
中
村
　
晃
三

　
委
　
員
　
　
　
西
野
　
加
郎

兵
庫
山
岳
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
坂
本
　
伸
哉

　
委
　
員
　
　
　
勝
　
　
元
浩

　
　
　
　
　
　
　
城
市
　
延
雄

　
　
　
　
　
　
　
北
井
　
滋
子

　
　
　
　
　
　
　
原
井
　
和
子

　
　
　
　
　
　
　
藤
崎
　
和
生

　
　
　
　
　
　
☆
須
川
　
幸
枝

令
和
３
・
４
年
度

兵
庫
県
山
岳
連
盟
業
務
組
織

写真：島添誠理事撮影
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ウ
エ
ス
タ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
今
年

創
立
45
周
年
記
念
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）

５
月
30
日
に
西
区
の
仏
谷
で
発
会

記
念
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
以
来
、

45
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
活
動
を

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
創
立
者
西
山
圭
一
会
長
の
「
山

に
登
る
者
　
こ
の
指
と
～
ま
れ
」

で
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
60
名
、

小
さ
な
団
体
で
し
た
が
、「
山
椒
は
　

小
粒
で
ピ
リ
リ
と
辛
い
」
ま
ま
今

日
に
至
り
ま
し
た
。

　
初
代
会
長
は
ハ
イ
キ
ン
グ
を
通

し
て
、「
み
ん
な
が
会
長
　
み
ん
な

が
奉
仕
者
」
と
い
う
精
神
を
常
に

持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
が
、
ク
ラ
ブ
の
合
言
葉
（
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
）
と
な
り
、「
山
を
な

め
る
な
・
山
は
動
か
な
い
・
道
に

迷
え
ば
原
点
に
帰
れ
」
の
ウ
エ
ス

タ
ン
精
神
、「
例
会
を
盛
り
上
げ
よ

う
」
と
い
う
行
動
指
針
と
と
も
に

「
躍
動
」
と
い
う
語
に
ま
と
め
ら

れ
、
会
員
の
行
動
の
基
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
従
前
、
５
年
お
き
の
節
目
の
年

に
は
、
記
念
登
山
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
の
行
事
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
こ
う
し
た
行
事
は
残
念
な
が

ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

会
員
の
中
に
は
写
真
編
集
や
書
類

作
り
に
強
い
人
が
お
り
、
例
会
の

写
真
を
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
出
来

事
や
例
会
記
録
に
規
約
な
ど
を
掲

載
し
た
小
冊
子
が
制
作
さ
れ
、
記

念
に
全
員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
家
に
巣
ご

も
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
足

腰
の
衰
え
を
訴
え
る
会
員
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
２

０
２
１
年
度
よ
り
例
会
の
開
催
を

基
本
的
に
月
２
回
、
山
歩
き
・
街

歩
き
を
交
え
て
実
施
す
る
よ
う
に

し
、
会
で
下
見
か
ら
準
備
す
る
例

会
の
ほ
か
、
山
岳
連
盟
の
行
事
に

も
参
加
し
て
、
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
例
会
で
、
印
象
が
強

か
っ
た
の
は
、
４
月
３
日
（
土
）

に
実
施
し
た
三
田
武
庫
川
堤
の
桜

散
策
コ
ー
ス
で
す
。
河
口
で
は
広

い
川
幅
の
武
庫
川
も
、
三
田
辺
ま

で
行
く
と
川
幅
も
狭
く
な
り
、
両

方
の
堤
に
桜
並
木
、
こ
の
日
は
ま

さ
に
満
開
で
、
参
加
者
17
名
、
全

員
感
動
で
し
た
。

　
数
百
メ
ー
ト
ル
堤
防
を
散
策
後
、

高
台
の
三
田
天
満
神
社
へ
少
し
山

登
り
、
振
り
向
く
と
通
っ
て
き
た

桜
回
廊
や
市
街
が
一
望
で
き
、
ま

た
感
動
で
す
。
広
場
で
密
に
な
る

の
を
避
け
、
三
々
五
々
昼
食
で
く

つ
ろ
ぎ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
三
田
天
満
神
社
に
参

拝
し
た
後
、
市
街
地
に
戻
り
、
三

田
城
址
碑
を
眺
め
、
由
緒
あ
る
旧

九
鬼
家
住
宅
資
料
館
（
県
重
文
）

を
見
学
、
擬
洋
風
建
築
は
珍
し
く
、

館
内
に
は
ち
ょ
う
ど
雛
人
形
が
た

く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
満
開
の
桜
見
物
だ
け
で
な
く
、

三
田
の
歴
史
の
一
端
を
伺
っ
た
楽

し
い
例
会
で
し
た
。

自
然
保
護
委
員
会

６
月
事
業
報
告

～
甲
山
自
然
の
家
周
辺

の
生
き
も
の
観
察
会
～

（
１
）
日
時

　
令
和
３
年
６
月
19
日(

土)

　
　
　
９
時
45
分
～
13
時
45
分

（
２
）
参
加
者
　
５
名
（
事
前
希

望
は
11
名
で
あ
っ
た
が
、
当
日

の
雨
で
６
名
が
キ
ャ
ン
セ
ル
）

（
３
）
コ
ー
ス
　
阪
急
仁
川
駅
～

甲
山
森
林
公
園
～
甲
山
自
然
の

家
～
北
山
貯
水
池
～
阪
急
甲
陽

園
駅

（
４
）
内
容
　
阪
急
仁
川
駅
を
出

発
し
、
仁
川
左
岸
を
西
に
進
み
、

上
ヶ
原
浄
水
場
を
経
て
甲
山
森

林
公
園
に
入
る
。
甲
山
森
林
公

園
北
側
の
甲
山
自
然
の
家
の
左

右
に
甲
山
湿
原
が
４
か
所
あ

る
。

　
セ
ン
タ
ー
長
の
ご
説
明
で
は
貧

栄
養
の
湿
地
で
あ
る
た
め
、
富
栄

養
化
を
防
ぐ
方
策
を
取
っ
て
お
り
、

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
や
カ
キ
ラ
ン
等
が

確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
成
虫
が

確
認
で
き
た
が
、
幼
虫
が
湿
地
に

生
息
し
て
い
る
か
を
調
査
中
で
、

大
型
ト
ン
ボ
に
よ
る
食
害
を
防
ぐ

た
め
に
ネ
ッ
ト
養
生
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
帰
路
は
、
甲
山
北
側
を
回
り
込

み
北
山
貯
水
池
に
出
て
か
ら
、
神

呪
寺
を
経
て
阪
急
甲
陽
園
駅
で
解

散
し
た
。

　
今
回
は
悪
天
候
の
た
め
参
加
者

は
少
な
か
っ
た
が
、
貴
重
な
湿
原

の
生
物
の
説
明
を
し
て
い
た
た
だ

き
、
良
い
体
験
が
で
き
た
。

　
（
自
然
保
護
委
員
長

日
野 

幸
次
郎
）

ウ
エ
ス
タ
ン
ク
ラ
ブ

創
立
45
周
年
を
迎
え
た
近
況
と
例
会
報
告

会
　
長
　
近
藤 

加
代
子

須磨寺にて（２月）

第四湿原の遠望

満開の桜堤を歩いた三田例会（４月）

甲山湿原の案内板

北山貯水池横での集合写真



美
し
い
自
然
、
大
切
な
自
然
を
子
孫
に
伝
え
よ
う
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６
月
５
日
（
土
）、
一
日

だ
け
に
短
縮
し
た
日
程
で

県
総
体
登
山
大
会
が
、
鉢

伏
山
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
生
徒

た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
山
に

喜
び
を
隠
せ
な
い
様
子
で

し
た
。

　
男
子
22
校
、
女
子
12
校

（
何
年
ぶ
り
！？
）
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　
入
賞
校
は
以
下
の
通
り

で
す
。

【
男
子
】

１
位
神
戸
　
２
位
柏
原
　

３
位
長
田
　
４
位
西
脇
工

業
　
５
位
兵
庫
　
６
位
淡

路
三
原

【
女
子
】

１
位
長
田
　
２
位
柏
原
　

３
位
神
戸
　
４
位
淡
路
三

原　
全
国
大
会
に
は
男
女
優

勝
校
が
、
近
畿
大
会
に
は

男
子
５
位
・
女
子
２
位
ま

で
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
す
。

（
県
高
体
連
登
山
専
門
部
委
員
長

　
辻
野 

彰
一
）

自
然
保
護
委
員
会

７
月
事
業
の
ご
案
内

～
六
甲
山
頂
に
至
る
登
山
道
を
清

掃
し
ま
し
ょ
う
～

１
．
日
時
　
７
月
25
日
（
日
）

阪
急
芦
屋
川
駅
北
側
　
９
時
集
合

２
．
コ
ー
ス
　
阪
急
芦
屋
川
駅
～

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
～
風
吹
岩
～
六

甲
山
頂
～
有
馬
温
泉

３
．
用
具
　
手
袋
、
ト
ン
グ
、（
ゴ

ミ
袋
は
山
岳
連
盟
で
用
意
し
ま

す
。）

４
．
注
意
点
　
マ
ス
ク
必
携
、
当

日
は
体
温
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
ク
マ
の
出
没
情
報
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
鈴
等
は
各
自
持
参

願
い
ま
す
。）

５
．
会
費
　
会
員
２
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
４
０
０
円

６
．
募
集
数
　
最
大
20
名
（
事
前

連
絡
が
必
要
で
す
）

７
．
連
絡
先
　
日
野 

幸
次
郎
（
℡

０
８
０－

３
７
６
１－

５
０
２
１
）

普
及
委
員
会

シ
リ
ー
ズ
・
六
甲
山
地

（
山
の
三
角
点
・
そ
の
８
）

「
ア
リ
マ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク

サ
を
訪
ね
る
」
は
雨
天
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
…
…

　
６
月
13
日
（
日
）
当
日
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
午
前
６
時
時
点
で
の
兵
庫
県

南
部
の
天
気
予
報
が
降
水
確
率

70
％
以
上
で
あ
っ
た
た
め
、
や
む

な
く
規
定
通
り
の
中
止
と
し
た
。

　
こ
の
季
節
に
し
か
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
ア
リ
マ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク

サ
や
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
そ
し
て
清

楚
な
サ
サ
ユ
リ
に
出
逢
う
の
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
参
加
希

望
の
皆
さ
ん
に
は
、
せ
め
て
下
見

で
写
し
た
写
真
を
添
え
て
ご
報
告

致
し
て
お
き
ま
す
。

　
な
お
、
案
内
を
兼
ね
同
行
し
て

く
れ
た
吉
田
理
事
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
下
見
コ
ー
ス
　
神
鉄
有
馬
口
駅

～
下
唐
櫃
林
産
農
業
協
同
組
合
作

業
道
～
（
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
～
ア
リ

マ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
）
～
逢
ヶ
山

～
作
業
道
～
東
山
橋
～
山
王
神
社

（
本
番
の
仏
谷
峠
～
高
尾
山
～
有
馬

温
泉
は
割
愛
し
た
）

　
風
呂
谷
付
近
か
ら
美
し
い
植
林

道

に

入

る
。
杉
の

谷
へ
入
り

堰
堤
を
巻

く
階
段
付

近
で
い
き

な
り
サ
サ

ユ
リ
に
逢

え
た
。
環

境
の
変
化

に
敏
感
で
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に

５
年
か
ら
８
年
か
か
る
こ
と
も
あ

る
ら
し
く
「
上
品
」
そ
し
て
「
希

少
」
の
花
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

近
年
随
分
と
見
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
ホ
ッ
と
し
た
。

　
馬
谷
の
西
か
ら
や
っ
と
勾
配
が

緩
や
か
に
な
っ
て
く
る
と
左
手
急

勾
配
の
ス
ギ
林
の
中
に
ヤ
マ
ア
ジ

サ
イ
の
群
生
地
が
望
め
た
。

　
裏
六
甲
で
は
谷
上
か
ら
石
楠
花

山
へ
の
登

山
道
と
し

て
炭
ヶ
谷

を

通

る

が
、
こ
の

谷
に
咲
く

ヤ
マ
ア
ジ

サ
イ
は
涼

し
げ
で
清

楚
な
イ
メ
ー
ジ
に
人
気
が
あ
る
が
、

植
林
帯
の
足
元
に
咲
い
て
い
る
の

も
大
変
趣
の
あ
る
光
景
だ
。

　
そ
し
て
今
回
の
本
命
で
あ
る
ア

リ
マ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
は
最
後
の

オ
ト
ギ
原
付
近
で
会
う
こ
と
が
出

来
た
。
葉
っ
ぱ
は
こ
こ
ま
で
の
道

中
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
あ
っ
た

の
だ
が
、
肝
心
の
花
に
出
逢
え
た

の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
企
画
は
逢
ヶ
山
に
絞
っ

た

も

の

で
、
し
か

も
珍
し
く

群
生
地
で

あ
る
と
い

う
こ
と
か

ら
普
段
あ

ま
り
入
山

路
と
し
て

使
用
さ
れ

な
い
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
鬼
ヶ
島
、

水
無
山
、
高
尾
山
、
高
丸
山
、
逢
ヶ

山
の
全
て
は
下
唐
櫃
林
産
農
業
協

同
組
合
所
有
の
山
林
に
位
置
す
る

も
の
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
そ
れ

な
り
の
許
可
を
得
て
の
入
山
と
な

る
の
だ
が
、
コ
ー
ス
の
殆
ど
は
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
歩
か
れ

て
い
る
の
で
皆
さ
ん
で
歩
い
て
探

し
て
み
て
下
さ
い
。

（
普
及
委
員
長
　
　
吉
野
　
宏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
の
普
及
委
員
会
行
事

シ
リ
ー
ズ
・
六
甲
山
地

「
裏
六
甲
の
沢
筋
に
イ

　
ワ
タ
バ
コ
を
訪
ね
る
」

▽
日
程
　
８
月
１
日
（
日
）

▽
集
合
　
神
鉄
・
有
馬
温
泉
駅

８
時
30
分

▽
コ
ー
ス
　
白
石
谷
を
中
心
と

し
て
沢
筋
探
索
～
六
甲
最
高

峰
～
下
山
は
現
地
に
て
決
定

熟
練
者
向
（
要
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

▽
参
加
受
付
数
　
若
干
名

　
加
盟
団
体
会
員
に
限
る

▽
参
加
費
　
会
員
４
０
０
円

▽
問
合
せ
先
　
吉
野 

宏
　
℡

０
９
０－

７
３
４
７－

８
９
６
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
　

ご
ざ
い
ま
し
た
〉

　
山
と
渓
谷
２
０
２
１
年
７
月

号
・
山
と
渓
谷
社
。
登
山
月
報
№

627
・（
公
社
法
）
日
本
山
岳
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
。
日

本
山
岳
文
化
学
会
論
集
第
18
号
・

日
本
山
岳
文
化
学
会
。
高
体
連
山

岳
部
誌
62
号
・
兵
庫
県
高
等
学
校

体
育
連
盟
登
山
専
門
部
。
関
西
支

部
報
№
184
・（
公
社
法
）
日
本
山
岳

会
関
西
支
部
。
神
戸
体
育
124
号
・

（
公
財
法
）
神
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
。
神
戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会
会
報
７

月
号
・
神
戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会
。

レ
ッ
ド
ベ
レ
ー
ズ
№
441
・
レ
ッ
ド

ベ
レ
ー
ズ
。
木
雞
６
月
号
、
７
月

号
・
好
山
好
会
。
新
山
協
ニ
ュ
ー

ス
第
354
号
・
新
潟
県
山
岳
協
会
。

や
ま
な
み
№
241
・
長
野
県
山
岳
協

会
。
京
ノ
山
上
ル
２
０
２
１
年

春
・
夏
号
・（
一
社
法
）
京
都
府
山

岳
連
盟
。

兵庫県高等学校総合体育大会　登山大会　実施される


